
　町行財政改革推進計画（令和３年度から10年度の８年間）は、令和５年で３年目に入ります。そ
の間、新型コロナウイルス感染症が猛威を振るうなど、人々の行動態様や生活様式に大きな変化を
もたらしました。これまで大きな課題となっていた人口減少と少子高齢化が進む中で、限られた職
員数でも、さらなる業務効率化と新たな行政サービスの拡充が求められています。
　行政改革は単に業務や経費を削減するだけでなく、手法や体制、新技術の導入などによって効率
化を図り、町民の皆さまにとって利便性の高い、利活用される行政サービスの向上への取り組みです。

　地域コミュニティ基本指針は、今後、さらなる人口減少・少子高齢化の進行が見込まれる中にあって、
役割の重要性やつながりの必要性が増していくものと考えられる町内会や町民活動団体などの「地域コ
ミュニティ」が、20年、30年後も持続可能な活動を続けていくための進むべき方向性を示す道標とする
ため、新たに策定するものです。
　パブリックコメントで頂いた意見の要旨とそれに対する町の考え方は、町ホームページに掲載しています。

問い合わせ先：政策推進課　地域戦略推進グループ　☎８２－８２１３

※詳細は町ホームページで確認してください。

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

白老町行財政改革推進計画～取り組み状況と予定

問い合わせ先：企画財政課　行財政改革室　☎８２－２７１４

白老町地域コミュニティ基本指針（案）町民意見募集（パブリックコメント）の結果
◆募集期間：３月20日～４月19日　　　　　◆意見件数：５件
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手法の優先検討

（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）
（パブリック・プライベート・パートナーシップ）：行政と民間の連携により公共サービスを提供すること


